	　テスト問題　問題用紙

	　科目：社会と情報　範囲：「社会と情報」第３章 p.99-150


1． 知的財産の保護に関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。（２点×５）
人間の知的な創作活動によって生産されたものに対して付与される権利を知的財産権という。知的財産権には，産業に関する（ ① ）権と，文化や芸術に関する（ ② ）権とがある。（①）権は申請して許可を得なければならない権利であるが，（②）権は（②）物が創作された時点で発生するという（ ③ ）主義の考え方で成り立っている。したがって，どこかの行政機関に申請しなければ権利を得ることができないということはないのが特徴である。
（②）権には，財産権としての権利と著作者の人格を守るための（ ④ ）からなる。（④）には，公表権，氏名表示権のほかに（ ⑤ ）がある。（⑤）は，著作物の内容を他人によって無断で改変されない権利である。
２．著作権に関する次の各文の内容が正しいものには○，間違っているものには×で答えなさい。（１点×５）
（１）著作者人格権は著作者の死後も消滅しない。
（２）写真の著作物の保護期間は著作者の死後50年までである。
（３）映画の著作物の保護期間は公表後50年である。

（４）著作者がすでに死亡していても，著作者人格権の侵害となるような行為を行うことは禁じられている。
（５）著作者人格権は譲渡できない。
３．行政による情報の公開に関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。（２点×５）
行政機関には，職員が職務上作成した行政文書が数多く保存されている。これらの情報は住民にとって利用価値が高く，公開されることが望ましいと考えられるようになった。

これらの情報は国民の（ ① ）に基づいて共有できるものとされ，（ ② ）法にふれる場合や公共の安全を阻害するような特別な場合を除いて，（ ③ ）を原則とする法律（（ ④ ））が整備された。行政機関には，どのような政策が実施されているかを住民に対して説明する責任（（ ⑤ ））があると考えられている。
４．情報システムに関する次の各問いに答えなさい。（２点×15）
（１）コンビニエンスストアの情報システムに関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。
一般的なコンビニエンスストアは，精算時に商品のバーコードを読み取る（ ① ）と在庫や売上の管理などを行う（ ② ）からなる（ ③ ）を導入している。レジ精算時に収集されるデータは購入された商品とその個数，日時，顧客の（ ④ ）と（ ⑤ ）などである。（④）や（⑤）を分析することにより，タイミングよく商品の発注ができるだけでなく，メーカーによる新商品の開発などにも活用されている。
（２）IDとパスワードに関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。
ネットショッピングでは誰かが他人になりすまして不正に商品を購入することがないよう，本当に正しい利用者であるかどうかを確認することが必要となる。これを（ ① ）という。（①）には，IDや（ ② ）を求めるなどの手順がとられる。
たとえば，銀行のATMを利用する場合には（ ③ ）と（ ④ ）の両方が必要である。しかし，この二つさえそろえば本人でなくても利用できてしまうということでもあるので，銀行のATMなどでは手の静脈パターンや指紋・虹彩を照合する（ ⑤ ）を加えたものも使われている。

（３）さまざまな情報システムに関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。

コンピュータネットワークを介して学習を行うこと，またはその環境のことを（ ① ）という。いまでは，英会話レッスンや大学の講義，企業内で短期間に大量の社員教育を実施する場合などにも活用されている。
医療の場では，（ ② ）を用いることにより，患者の医療情報を共有し，質の高い治療を受けられるようになった。また，病院が近くにない地域でも，インターネットなどを利用して診療を行う（ ③ ）の普及が期待されている。
日本は地震の多い国である。そのため，（ ④ ）では地震の揺れが来る前に携帯電話やラジオなどに情報を知らせる（ ⑤ ）の運用を始めている。
５．サイバー犯罪に関する次の各問いに答えなさい。（２点×10）
（１）詐欺の手口に関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。
そのサービスを利用した事実がないにもかかわらず，身に覚えのない請求をされることを（ ① ）という。メールやWebページにあるリンクをクリックしただけで，一方的に入会したことになり，利用料金を請求されるような詐欺を（ ② ）という。
また，金融機関や公的機関を装い，IDや暗証番号，クレジットカードの番号を不正に盗み出すことを（ ③ ）という。（③）の被害を防ぐためには，金融機関や公的機関のWebサイトを利用する際に（ ④ ）が本物かどうかを確かめ，重要な情報を入力する前に，通信が（ ⑤ ）されているかを確認することが大切である。
（２）インターネット上のトラブルに関する次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。
インターネットを利用する上で問題になることはいろいろとある。たとえば，電子掲示板などでは誹謗中傷する書き込みの問題が発生することはよく知られている。インターネットには（ ① ）性があるので，何を書いても問題ないと考えている人が多い。
しかし，インターネット上で情報を送受信するには（ ② ）アドレスが必要であり，書き込みの際に記録される通信記録（（ ③ ））には書き込みをした人の（②）アドレスが（③）上に記録されて残る。違法な書き込みがあれば捜査の対象となることもある。
インターネットを利用した商取引の一つに，個人間で行われ，一つの商品を巡ってそれを購入したい人たちが購入希望金額を提示し,いちばん高い人がそれを購入（落札）できるというものがある。このような取引は（ ④ ）とよばれている。（④）の場合には，商品の代金を振り込んだにもかかわらず商品が届かなかったり，希望の商品とは違う（ほとんど商品価値のない）ものが送られてきたりすることがある。このような（ ⑤ ）に遭わないように注意が必要である。
６．サイバー犯罪に巻き込まれないために心がけなければならないことは何か。25文字程度で五つ答えなさい。（２点×５）
７．情報社会の抱える課題について説明した次の文章のうち，①～⑤に入る語句を答えなさい。（２点×５）
情報通信技術を利用できる人とできない人との間に生ずるさまざまな差で，置かれた環境によって入手できる情報の量に差ができてしまうことを（ ① ）という。（①）はそれを意味する英語から（ ② ）ともいわれている。

（①）を解消するための具体策として，一つ目には（ ③ ）の整備（アクセス網の整備）がある。ちなみに，郵便や電力などは（ ④ ）とよばれ，どのような地域でも公平で安定した供給ができるよう，法律で定められている。二つ目には一人ひとりが情報通信技術を使えるようにすることがあげられる。二つ目の課題の解消には，情報機器操作を誰もが使いやすいものにすることと情報機器操作に対する（ ⑤ ）という二つのアプローチが考えられる。

８．次にあげる事例のうち，フェールセーフであればＡ，フォールトトレランスであればＢ，いずれでもなければＣで答えなさい。（１点×５）
（１）踏切の遮断機は停電時には，自動的に降りたままになるようになっている。

（２）重要な情報システムでは停電しても電源バックアップにより設備を止めないようになっている。

（３）新幹線は車両に事故が生じた場合や地震を感知した場合などには車両を停止するようになっている。
（４）メニュー画面内のメニュー項目で，使用権限のない選択肢は選択できないようにする。
（５）誤った操作をした場合にエラーメッセージを表示して，操作を受けつけないようにして，損害を軽減する。
解答用紙
	科目
	社会と情報　
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「社会と情報」第３章 p.99-150
	
	


１．２点×５
	①

	②

	③



	④

	⑤


	


２．１点×５
	（１）

	（２）

	（３）


	（４）

	（５）

	


３．２点×５
	①

	②

	③



	④

	⑤


	


４．２点×15
	（１）
	①

	②


	③



	
	④

	⑤


	④と⑤は順不同

	（２）
	①

	②


	③



	
	④

	⑤

	③と④は順不同

	（３）
	①

	②


	③



	
	④

	⑤

	


５．２点×10
	（１）
	①

	②


	③



	
	④

	⑤

	

	（２）
	①

	②


	③



	
	④

	⑤

	


６．２点×５
	

	

	

	

	


７．２点×５
	①

	②


	③



	④

	⑤

	


８．１点×５
	（１）

	（２）

	（３）


	（４）

	（５）

	


解答用紙（解答）
	科目
	社会と情報　
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「社会と情報」第３章 p.99-150
	
	


１．２点×５
	①
産業財産
	②
著作
	③

無方式

	④
著作者人格権
	⑤

同一性保持権
	


２．１点×５
	（１）
×
	（２）
○
	（３）
×

	（４）
○
	（５）
○
	


３．２点×５
	①
知る権利
	②
個人情報保護
	③

情報公開（公開）

	④
情報公開法
	⑤

説明責任
	


４．２点×15
	（１）
	①
レジスタ
	②

ストアコントローラ
	③

POSシステム

	
	④
性別
	⑤

年齢
	④と⑤は順不同

	（２）
	①
個人認証
	②

パスワード
	③

キャッシュカード

	
	④
暗証番号
	⑤
生体認証
	③と④は順不同

	（３）
	①
e-ラーニング
	②

電子カルテ
	③

遠隔医療

	
	④
気象庁
	⑤
緊急地震速報
	


５．２点×10
	（１）
	①
架空請求
	②

ワンクリック詐欺
	③

フィッシング

	
	④
URL
	⑤
暗号化
	

	（２）
	①
匿名
	②

IP
	③

ログ

	
	④
オークション
	⑤
オークション詐欺
	


６．２点×５
	インターネット上のコミュニケーションの特性を知る。

	ネットワークの技術やそれらを利用した事件について知る。

	ウイルス対策ソフトやフィルタリングなど予防策を知る。

	ネットワーク犯罪に関する法律について知る。

	軽い気持ちでいたずらをしない。／個人情報を適切に管理する。　


教科書p.132に示された上記６項目のうち，５つの内容に沿った記述がされていること。
７．２点×５
	①
情報格差
	②

ディジタルデバイド
	③

社会基盤

	④
ユニバーサルサービス
	⑤
教育
	


８．１点×５
	（１）
Ａ
	（２）
Ｂ
	（３）
Ａ

	（４）
Ｃ
	（５）
Ｃ
	


